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有機電気光学（EO）ポリマーは、ニオブ酸リチウムなどの無機材料に比べて高速性において優

れていることから、Beyond 5G で必要とされる 100Gbaud 超級の光変調器[1]の開発などが期待さ

れている。また、加工性にも優れていることから、光フェーズドアレイ[2]やテラヘルツ波発生・

検出器[3]などへ応用展開も進んでいる。EOポリマーデバイスは、これまで光通信波長帯での応用

が主であるが、可視光までの短波長帯で利用できれば、安価な LiDARや立体ディスプレイなどへ

の新たな展開も期待できる。しかし、光通信用に開発された Cバンド用の EOポリマーは、短波

長帯では吸収が大きく使用できない。一方で、短波長帯で透明な EO ポリマーは EO 係数が小さ

く、高効率の変調ができないと考えられてきた。我々は、広い波長域で光変調器の性能を比較す

るために、波長因子を含む性能指数を採用し、可視光で高性能な EOポリマーの開発に成功した。 

従来 EO ポリマーの性能指数は、光変調器の性能指数である VpL に対応した n3r が用いられて

いる。しかし、元々VpL には波長因子が含まれているにもかかわらず性能指数ではそれを無視し

ているため、異なる波長間で比較し最適な EO ポリマーを見出すには適さない。そこで、性能指

数に波長因子を含めて FOM1 = n3r/λ2と再定義し異なる波長間で性能比較を行なった。また、光変

調の省電力化に関連する性能指数 VpLoss に対応した性能指数も FOM2 = n3r/αλ2と定義し使用し

た。実測値に基づいて算出した EO ポリマーの性能指数の比較をそれぞれ Fig.１と Fig.2 に示す。

赤色光（634nm）で透明な NEO+385の 634nmでの性能指数は、いずれも Cバンド用 EOポリマー

NEO+285の 1550nmでの性能指数よりも高く、高効率の光変調が期待できる。講演では、性能指

数と各 EOポリマーの光学特性について議論するとともに、可視光変調についても紹介する。 
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Fig. 1 Comparison of the FOM1 

 
Fig. 2 Comparison of the FOM2 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)13a-N103-8 

© 2021年 応用物理学会 03-327 3.14


